
ともに創ろう !! ふるさと片品
小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ

人口と世帯（令和6年2月29日現在）1,695世帯（-4）男1,985人（-4）女1,990人（-10）計3,975人（-14）
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第５９回冬季交歓会
　１月１８日（木）、１９日（金）片品村に
て第５９回冬季交歓会が開催されました。
　この写真は、かたしな高原スキー場での集
合写真です。
　待ちに待ったこの日、みんなで雪遊びを楽
しみました。

3

窓口から（自衛官募集　他） 16

ニュース（寄附　他） 2～ 9

教育・生涯学習（子ども学校支援員募集　他） 10 ～ 11

おしらせ（奨学金の貸付終了について　他） 12 ～ 15

令和６年度自衛官募集

▼問い合わせ先：沼田地域事務所　　　　　☎（２３）４１１１
　　　　　　　　自衛隊群馬地方協力本部　☎０２７（２２１）４４７１

令和６年度国税専門官採用試験要綱
▼概要　　：国税局や税務署において、税のスペシャリストとして働く国税専門官（国家公務員）を募集します。
▼受験資格：１  平成６年４月２日～平成15年４月1日生まれの者
　　　　　　２  平成 15年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
　　　　　　（１）大学（短大を除く。）を卒業した者及び令和７年３月までに大学を卒業する見込みの者
　　　　　　（２）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者
▼試験の程度　：大学卒業程度
▼試験区分　　：国税専門Ａ（法文系）、国税専門Ｂ（理工・デジタル系）
▼申込み方法等：次のアドレスへアクセスし、説明に従い入力する。
　　　　　　　　https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
▼受付期間：２月２２日 (木 ) 午前９時～３月２５日 (月 )※受信有効
▼試験日　：第１次試験日　５月２６日 (日 )
　　　　　　第２次試験日　６月２４日 (月 ) ～７月５日 (金 ) のいずれか第１次試験合格通知書で指定する日時
▼試験地　：第１次試験地　高崎市、さいたま市、新潟市、松本市ほか
　　　　　　第２次試験地　さいたま市ほか
▼合格者発表日：第１次試験合格者　令和６年６月１８日 (火 ) 午前９時
　　　　　　　　最終合格者　　　　令和６年８月１３日 (火 ) 午前９時
▼問い合わせ先：インターネット申込みに関する問合せ
　　　　　　　　人事院人材局試験課　☎０３(３５８１)５３１１　内線２３３２　
　　　　　　　　午前９時～午後５時 (土・日曜日及び祝日等の休日は除く。)
　　　　　　　　上記以外の問い合わせ
　　　　　　　　関東信越国税局人事第二課試験係　☎０４８（６００）３１１１　内線２０９７
　　　　　　　　午前８時半から午後５時 (土・日曜日及び祝日等の休日は除く。)

公式HP

人事院　　
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口座振替の方は事前に
残高確認を！

４月１日（月）です！
国民健康保険税 

上 下 水 道 料 

介 護 保 険 料 

後期高齢保険料 

第９期

第６期

臨時①

臨時①

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん　
３
人

【
須
賀
川
】

　
大
竹　
珠
衣（
女
の
子
）

　
父
・
凛　
母
・
桃
花

【
越　
本
】

　
入
澤　
依
生（
男
の
子
）

　
父
・
佑
弥　
母
・
聖
菜

【
鎌　
田
】

　
左
部　
暖
空（
男
の
子
）

　
父
・
洋
介　
母
・
真
菜
実

窓   

口   

か   

ら

令
和
６
年
1
月
20
日
〜

令
和
６
年
2
月
19
日

お

く

や

み

お

め

で

た

す
い

い
お

ひ
な
た

■
亡
く
な
ら
れ
た
方 

11
人

　
星
野　
昭
子（
81
歳
・
御
座
入
）

　
千
明
ま
つ
子（
96
歳
・
摺　
渕
）

　
青
木
い
つ
子（
92
歳
・
摺　
渕
）

　
星
野
さ
と
子（
98
歳
・
花　
咲
）

　
星
野　
吉
久（
81
歳
・
花　
咲
）

　
平
松　
善
積（
68
歳
・
東
小
川
）

　
入
澤
か
ほ
る（
71
歳
・
越　
本
）

　
萩
原　
初
江（
47
歳
・
土　
出
）

　
丸
山
ユ
キ
子（
92
歳
・
土　
出
）

　
星
野　
た
み（
85
歳
・
鎌　
田
）

　
田
邊
か
つ
の（
94
歳
・
鎌　
田
）

今月の納期は



02

ニュース

広 報 か た し な

ニュース

03 広 報 か た し な

除
雪
機
２
台

片
品
村
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会
が
【
大
賞
】
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
沼
田
エ
フ
エ
ム
放
送
ハ
ー
ト

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
大
賞
受
賞
〜

　

１
月
26
日
（
金
）
に
ホ
テ
ル
ベ

ラ
ヴ
ィ
ー
タ
に
お
い
て
「
第
22
回

沼
田
エ
フ
エ
ム
放
送
ハ
ー
ト

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
大
賞
」
の
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
、
片
品
村
食
生
活
改

善
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
、【
大

賞
】
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

募
金
受
け
渡
し
の
様
子

星
野　

德
夫　

様

テ
ン
ト
１
張
り

　

昔
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
郷

土
食
な
ど
の
食
文
化
を
次
世
代
に

継
承
、
食
を
通
し
て
健
康
で
活
気

に
あ
ふ
れ
た
村
づ
く
り
を
目
指
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
地

域
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
、
片
品
村
で
は
会
員
12
名

を
中
心
に
地
域
に
根
ざ
し
た
食
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
）

表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー

群
馬
県
統
計
協
会
長

感
謝
状
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

針
山
　
永
井
　
治
（
お
さ
む
）
様

　

平
成
12
年
よ
り
永
年
に
わ
た
り

統
計
調
査
員
と
し
て
従
事
し
て
お

り
ま
す
永
井
治
さ
ん
が
、
群
馬
県

統
計
協
会
長
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

永
井
さ
ん
は
、
現
在
ま
で
の
23

年
間
で
、
国
勢
調
査
等
の
調
査
に

12
回
従
事
し
、
適
切
に
事
務
処
理

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
功
績
が
認

め
ら
れ
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

永
井　

治　

様

細
工
屋
橋
の
橋
梁
耐
震
・

耐
荷
補
修
工
事
が
完
了

　

令
和
２
年
10
月
か
ら
工
事
を
進

め
て
い
た
橋
梁
耐
震･

耐
荷
補
修

工
事
が
令
和
５
年
12
月
に
完
了
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
は
、
道
路
法
に
基

づ
い
た
橋
梁
定
期
点
検
の
結
果
を

踏
ま
え
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補

助
事
業
で
の
国
庫
補
助
金
を
利
用

し
、
予
防
保
全
的
な
補
修･

補
強

を
行
い
、
橋
梁
の
耐
震･

耐
荷
性

能
の
確
保
と
長
寿
命
化
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
利
用
者
の
皆
様

に
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
農
林
建
設
課
）

北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
し
尿
受

入
施
設
及
び
脱
臭
施
設
が
完
成

　

令
和
４
年
３
月
か
ら
工
事
を
進

め
て
い
た
、
し
尿
受
入
施
設
と
脱

臭
施
設
が
令
和
５
年
12
月
中
旬
に

完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
整
備
事
業
は
、
国
庫
補

助
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
と
し
て
県
内

初
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
施
設
で
は
、
村
内
で
発
生
し

た
浄
化
槽
等
の
個
別
処
理
汚
泥
と

農
業
集
落
排
水
事
業
の
汚
泥
を
下

水
処
理
場
内
の
当
施
設
に
投
入

し
、
処
理
を
行
う
こ
と
で
効
率
的

か
つ
経
済
的
に
優
位
な
汚
水
処
理

を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
、
近
隣
住
民
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
期

に
わ
た
っ
て
ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
（
農
林
建
設
課
）

片中生が作った募金箱

善
　
意

寄
附

一
、
金
　
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

片
品
村
花
咲
出
身
で
、
神
奈
川

県
川
崎
市
在
住
の
星
野
德
夫
（
ほ

し
の
よ
し
お
）さ
ん
が
こ
の
た
び
、

ご
自
身
が
昨
年
紺
綬
褒
章
（
私
財

寄
附
）
を
受
章
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、
右
記
の
と
お
り
多
額
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

星
野
さ
ん
か
ら
は
、
過
去
に
も
数

回
に
わ
た
り
多
額
の
寄
附
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
も
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
様

片
品
中
学
校
か
ら
能
登
半
島
地

震
の
義
援
金
を
預
か
り
ま
し
た

　

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た

方
々
の
た
め
に
、
片
品
中
学
校
生

徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
生
徒
や
先

生
方
に
声
を
か
け
、
義
援
金
を
集

め
ま
し
た
。
地
震
の
報
道
を
目
に

し
、
自
分
た
ち
に
も
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
行
動
を

起
こ
し
た
そ
う
で
す
。
生
徒
会
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
手
作
り
の
募
金
箱

を
各
ク
ラ
ス
や
職
員
室
に
お
い
て

寄
付
を
呼
び
か
け
、
集
ま
っ
た
総

額
は
１
万
４
３
４
８
円
に
な
り
ま

し
た
。

　

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
保
健

福
祉
課
を
通
し
て
日
本
赤
十
字
社

群
馬
県
支
部
に
送
り
ま
す
。
片
品

中
学
校
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
気
持

ち
が
届
き
、
一
日
も
早
い
復
興
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。（

教
育
委
員
会
）

第
８
区
助
成
事
業
で
備
品
購
入

　

こ
の
た
び
、
片
品
村
で
は
令
和

５
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
受
け
第
８
区
が
テ
ン
ト
、
空
気

清
浄
機
、
電
子
レ
ン
ジ
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
オ

ケ
、
テ
レ
ビ
、
除
雪
機
、
ス
チ
ー

ル
棚
、
掃
除
機
、
時
計
、
提
灯
な

ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る

事
業
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促

進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る

と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
を
行
う
た
め
に
自
治
宝
く
じ

の
収
益
金
の
一
部
が
助
成
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

第
８
区
の
活
動
に
積
極
的
に
活

用
さ
れ
、
地
域
の
連
帯
感
や
自
治

意
識
の
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

左
岸
側
か
ら

上
流
側
か
ら

受
入
施
設

脱
臭
施
設
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戸
丸
　
俊
一

　
文
化
の
敬
称
で
あ
る
祭
典
の
総
合

産
業
文
化
展
も
無
事
に
終
わ
り
、
ま

た
新
し
い
年
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

会
員
皆
さ
ん
の
日
頃
の
努
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
文
化
展
に
お
い
て

は
、
各
部
の
展
示
会
場
を
回
ら
せ
て

い
た
だ
き
充
実
し
た
良
い
作
品
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来

年
度
の
開
催
が
楽
し
み
で
す
。
部
員

が
減
少
し
て
い
る
な
か
で
、
各
部
の

活
動
も
大
変
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
無
理
な
く
楽
し
み
な
が
ら
続
け

て
く
だ
さ
い
。

　
結
び
に
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
発

展
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

文化協会だより

第 48号
編集

片品村文化協会

《
会
長
挨
拶
》

切り絵　文化展の様子

《
各
部
の
活
動
紹
介
》

文芸　文化展の様子

文化財めぐりの様子

華道 文化展の様子　

菊花　文化展の様子

芸能発表会の様子

〜
絵
画
部
〜

星
野
　
明
樹
子

　
コ
ロ
ナ
を
経
て
教
室
よ
り
外
で
の

ス
ケ
ッ
チ
が
多
く
な
り
、
美
術
展
見

学
も
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

や
っ
と
県
展
を
観
に
行
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
新
年
早
々
の
大
地
震
や
世
界
で
の

先
の
見
え
な
い
紛
争
の
中
、
私
た
ち

は
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
事
に
改
め

て
感
謝
で
す
。
部
員
も
高
齢
化
し
つ 絵画部による葉っぱでスタンプの様子

つ
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
子
供
た
ち

と
関
わ
っ
た
り
楽
し
み
な
が
ら
活
動

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
切
り
絵
部
〜

木
内
　
い
よ
子

　　
片
小
き
り
え
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
中

で
、
先
生
か
ら
「
今
年
は
文
化
展
に

出
品
で
き
そ
う
な
の
で
頑
張
っ
て
全

員
で
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
励

ま
し
の
言
葉
が
あ
り
、子
供
た
ち
は
、

み
ん
な
「
に
こ
に
こ
」
で
し
た
。

　
私
た
ち
切
り
絵
の
会
は
、
会
員
が

集
ま
っ
て
活
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
各
自
が
自

宅
に
お
い
て
作
品
を
仕
上
げ
て
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
出
品
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
年
齢
の
こ
と
は
考
え
な
い
で
、「
ま

だ
ま
だ
現
役
」
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
文
化
財
部
〜

戸
丸
　
廣
安

　
千
貫
峠
踏
破
の
文
化
財
め
ぐ
り

で
、
片
品
と
の
往
来
が
い
か
に
大
変

か
を
体
験
で
き
ま
し
た
。

　
川
場
か
ら
花
咲
へ
ぬ
け
る
千
貫
峠

は
、当
時
、最
短
距
離
の
山
越
え
ル
ー

ト
で
し
た
が
、
こ
の
度
の
文
化
財
め

ぐ
り
で
は
三
時
間
か
か
り
ま
し
た
。

車
な
ら
十
五
分
の
回
り
道
で
す
が
、

先
人
は
覚
悟
し
て
登
っ
た
の
だ
ろ

う
。
日
本
遺
産
の
「
永
井
い
と
」
が

馬
に
跨
が
り
顕
彰
碑
が
残
る
前
橋
の

大
胡
な
ど
へ
養
蚕
法
教
授
に
針
山
か

ら
行
き
来
し
た
の
に
は
脱
帽
で
す
。

〜
文
芸
部
〜

佐
藤
　
文
子

　
私
と
俳
句
の
出
会
い
は
、
ほ
ぼ
五

十
年
前
の
高
山
村
小
学
校
の
国
語
の

授
業
で
し
た
。
そ
の
授
業
で
小
林
一

茶
と
加
賀
の
千
代
尼
の
内
容
が
一
番

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
二
人
と
も
江

戸
時
代
の
俳
人
で
し
た
。
加
賀
の
千

代
尼
が
幼
い
日
に
詠
ん
だ
と
さ
れ
る

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
て
明

け
に
暮
れ
」
に
人
の
世
も
こ
の
繰
り

返
し
だ
と
感
じ
た
こ
と
と
、
小
林
一

茶
の
「
名
月
を
取
っ
て
く
れ
ろ
と
泣

く
子
か
な
」
が
一
番
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　

　
自
分
で
俳
句
を
詠
む
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
平
成
二
十
四
年
く
ら
い
か

ら
な
の
で
、
諸
先
輩
方
に
は
、
何
分

に
も
及
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
の
度
の
文
化
展
で
過
分
な
る
賞
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頭

の
体
操
と
認
知
症
予
防
に
俳
句
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
華
道
部
〜

星
野
　
壽
子

　
総
合
産
業
文
化
展
が
近
づ
く
に
つ

れ
、
今
年
は
何
杯
出
せ
る
か
心
配
に

な
り
ま
す
。
本
年
度
も
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
、
会
場
を
な
ご
ま
せ
る
事

が
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
春
夏
秋
冬
ど
の
季
節
で
も
、
田
舎

暮
ら
し
の
私
た
ち
は
花
材
に
は
困
り

ま
せ
ん
。
花
屋
さ
ん
の
お
花
も
ス
テ

キ
で
す
が
、
野
山
の
花
に
は
、
お
も

む
き
が
あ
り
命
を
感
じ
ま
す
。
道
ば

た
に
咲
い
て
い
る
草
花
に
目
を
向
け

飾
っ
て
み
る
の
も
楽
し
い
も
の
で

す
。

〜
書
道
部
〜

須
藤
　
智
恵
子

　
今
年
度
は
、
文
化
展
出
品
前
に
中

学
校
の
書
道
授
業
と
新
年
書
初
め
大

会
に
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
一
生
懸
命
書
道

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
す
ば
ら
し
い

作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
書
道
部
の
活
動
も

減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ま
た
同

じ
趣
味
を
持
つ
皆
さ
ん
と
楽
し
く
活

動
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

〜
菊
花
部
〜

笠
原
　
康
夫

　
春
に
菊
の
さ
し
芽
を
さ
れ
た
苗
を

い
た
だ
き
、
小
鉢
に
植
え
一
年
の
始

ま
り
で
す
。
必
要
経
費
を
少
し
で
も

抑
え
る
た
め
、
ナ
ラ
や
栗
な
ど
の
落

片品小学校で行われた
書道教室の様子

ち
葉
を
集
め
、
腐
葉
土
を
作
り
、
土

は
山
か
ら
掘
っ
て
き
て
天
日
干
し
に

し
て
、
腐
葉
土
と
土
を
合
わ
せ
て
お

き
、
定
植
用
土
と
し
て
使
用
し
て
い

ま
す
。
た
だ
昨
年
の
夏
は
気
温
が
高

く
、
花
の
咲
く
時
期
が
十
日
以
上
も

遅
れ
、
良
い
作
品
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
こ
そ
良
い
花
を
皆
で
作

り
ま
し
ょ
う
。 

〜
芸
能
部
〜

星
野
　
智
子

　
四
年
ぶ
り
に
芸
能
発
表
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
齢
化
な
ど
で
会
員
の
減
少
す
る

中
、
近
隣
地
区
か
ら
の
応
援
出
場
も

あ
り
、
村
内
で
発
表
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
地
元
で
の
発
表
は
特
に

力
が
入
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
、
高
齢
化

な
ど
課
題
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
片
品
村
に
文
化
の
火
を
絶
や
す

事
の
な
い
よ
う
に
今
で
き
る
形
で
継

承
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

《
始
め
ま
し
ょ
う
生
涯
学
習
》

片
品
村
文
化
協
会
・
各
部
長
の
紹
介

　
会
　
長
　
戸
丸
　
俊
一

　
副
会
長
　
星
野
　
智
子
　

　
　
〃   

　 

角
田
と
も
枝

　
監
　
事
　
須
藤
智
恵
子

　
　
〃
　
　
星
野
　
泰
三
　

〈
各
部
長
〉

　
書
　
道
　
須
藤
智
恵
子

　
絵
　
画
　
千
明
　
良
子

　
切
り
絵
　
木
内
い
よ
子

　
文
　
芸
　
渡
辺
　
和
昭

　
文
化
財
　
戸
丸
　
廣
安

　
華
　
道
　
星
野
　
壽
子

　
菊
　
花
　
林
　
　
誠
一

　
芸
　
能
　
星
野
　
智
子
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令和５年度
第６４号
編集

片品村女性会

道
しるべ

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に

　

関
す
る
講
座

　

開
催
日
６
月
22
日
（
木
）
午
前

　

片
品
村
出
身 

渡
辺 

照
子
先
生

を
お
迎
え
し
、
気
持
ち
が
明
る
く

な
る
声
掛
け
や
、
気
持
ち
の
切
り

替
え
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
実
際
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
す
る
こ
と
で
、
相
手
も
自
分

も
笑
顔
に
な
り
、
人
間
関
係
を
よ

り
良
く
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
方
法
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

《
今
年
度
の
主
な
活
動
の
様
子
》

・
モ
ル
ッ
ク
講
座

　

開
催
日
６
月
22
日
（
木
）
午
後

　

北
欧
発
祥
の
、
誰
で
も
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る「
モ
ル
ッ
ク
」

の
競
技
方
法
や
ル
ー
ル
を
学
び
、

実
際
に
プ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。
初

め
て
プ
レ
ー
を
し
た
会
員
も
す
ぐ

に
モ
ル
ッ
ク
に
馴
染
み
、
楽
し
み

な
が
ら
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

・
利
根
郡
地
域
婦
人
団
体
連
合
会

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

開
催
日
７
月
11
日
（
火
）

　

郡
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

が
片
品
村
で
開
催
さ
れ
、
モ
ル
ッ

ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

片
品
村
女
性
会
の
会
員
で
協
力

し
、
会
場
作
り
や
、
郡
内
他
町
村

の
会
員
に
競
技
の
方
法
や
ル
ー
ル

な
ど
を
教
え
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
入
賞
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
笑
顔
で
楽
し
く

競
技
が
で
き
ま
し
た
。

・
尾
瀬
奉
仕
活
動

　

開
催
日
９
月
20
日
（
水
）

　

尾
瀬
奉
仕
活
動
と
し
て
、
清
掃

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

朝
か
ら
雨
が
降
っ
て
お
り
、
あ
ま

り
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
尾
瀬
を
き
れ
い
に
し
た

い
！
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
ゴ
ミ

拾
い
を
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
の
数
は
例
年
よ
り
も
少
な

か
っ
た
で
す
。

・
教
育
研
修
会

　

開
催
日
11
月
20
日
（
月
）

　

富
士
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
一
昨
年
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
こ
の
施
設

は
、
従
来
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
の

歴
史
や
気
象
観
測
に
加
え
て
、
防

災
の
内
容
も
充
実
し
て
い
ま
し

た
。手
に
取
れ
る
展
示
物
も
多
く
、

避
難
の
様
子
も
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
見
学
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
富
士
山
頂
寒
さ
体
験
」

で
は
、
風
と
映
像
と
音
で
臨
場
感

の
あ
る
ご
来
光
極
寒
体
験
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

楽
し
み
な
が
ら
も
気
象
や
防
災

に
つ
い
て
学
ぶ
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

・
お
弁
当
の
詰
め
方
講
座

　

開
催
日
１
月
18
日
（
木
）

　

片
品
村
在
住 

千
明
路
代
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
見
て
楽
し
い
、
食

べ
て
美
味
し
い
お
弁
当
の
詰
め
方

方
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
弁
当
の
詰
め
方
以
外
に
も
、

季
節
に
あ
っ
た
お
す
す
め
の
お
か

ず
を
ご
提
案
い
た
だ
い
た
り
、
お

か
ず
の
作
り
方
や
味
付
け
の
ヒ
ン

ト
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
い
た
り

し
ま
し
た
。

・
複
十
字
及
び
青
少
年
健
全
育
成

　
　
　

募
金　

五
千
円

・
能
登
半
島
地
震

　
　
　

募
金　

七
千
五
百
円

・
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加

・
人
権
講
演
会
へ
の
参
加

・
尾
瀬
奉
仕

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
習
会

・
教
育
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
な
ど

　

今
年
度
、
片
品
村
女
性
会
の
事

業
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

来
年
度
も
引
き
続
き
活
動
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
片
品
村
女
性
会

へ
の
入
会
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

事
務
局
☎（
58
）
２
１
４
４
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
そ
の
他
の
活
動
》

《
来
年
度
の
活
動
（
予
定
）》

第５９回交歓会が開催されました！！
　千葉県銚子市立明神小学校との「第５９回冬季交歓会」が１月１８日（木）、１９日（金）に開催されました。
　事前にタブレットパソコンを使ったオンライン交流を行っていた５年生ですが、この日待ちに待った初めての対
面を果たしました。かたしな高原スキー場で対面式を行い、雪遊びを一緒に楽しみました。その後は宿舎に移動し、
明神小児童と片品小児童の混合の生活班に分かれ、部屋でトランプを楽しんだり、一緒に食事をしたりして交流を
深めました。
  翌日は片品小学校で炭クラフトとドッジボールを楽しんだあと、体育館でお別れ式をしました。片品小学校のロー
タリーで出発するバスを見送る時は、お互いに名残惜しく、いつまでも手を振り合う姿がありました。今度は６年
生の夏に銚子市で夏季交歓会を行います。５年生は今から楽しみにしています。

大谷翔平選手のグローブが届きました！！
　大谷選手から「このグローブが、私たちの世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいま
す。」というメッセージとともに、グローブが届きました。
　片品小学校では１月３１日（水）の児童集会で、企画委員と体育委員が中心となってお披露目式を行いました。
校長先生から大谷選手が高校生の時に書いていた目標をもとに、「夢をもつこと」「夢に向かって取り組むこと」に
ついてお話をいただいたあと、児童が大谷選手についての紹介と使用上の注意点、そして始球式を行いました。
　その後、各学級で試着しました。今後は休み時間に貸し出しを行います。

　この三つの野球グローブは学校への寄付となります。
　それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代
に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを
望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人
生を送る機会を与えてくれたスポーツだからです。
　このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽し
んでもらうために、私からのこの個人的なメッセージ
を学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。
　この機会に、グローブの寄贈をさせていただけるこ
とに感謝いたします。
　貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。

野球しようぜ。
大谷　翔平

～大谷翔平選手からのメッセージ（一部抜粋）～
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花の駅・片品
「花咲の湯」
☎（20）7111

寄居山温泉
ほっこりの湯

道の駅
尾瀬かたしな

☎（58）4568 ☎（25）4644 ☎(58) 2133

オグナほたか
スキー場

　オグナほたかスキー場にて２月２３日(祝)と２４日(土)にプロスノー
ボーダーの平間和徳さん、岩渕麗楽さんと一緒にスノーボードを楽しむ
イベントが開催されました。ＮＳＤキッズプログラムの会員様限定で、保
護者の方々にも一緒に参加していただきました。
　スノーボードの技術に触れることはもちろん、プロと一緒に雪山の魅
力を楽しみながら上達も目指せる貴重で素敵な時間になりました。
　また、岩渕さんのサイン会も行われ、大勢の希望者に対して、最後の
１人まで丁寧に対応していただきました。

2024.3片品村振興公社だより No.63
ニュース　 NEWS
平間さん＆岩渕さんと一緒に滑ろう【オグナほたか】

お知らせ　Notification
４月の臨時休館につきまして【花咲の湯】

岩盤浴の人気急上昇！【花咲の湯】

　４月８日（月）～４月１２日（金）の５日間、浴室内の天井張替工事のため臨時休館とさせていただ
きます。
　お客様には大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

　花咲の湯の岩盤浴が人気の理由は、マイナスイオンの
発生量が他の鉱物より多い片品産の『貴陽石』を床、壁、
天井と全面に使用した特別な岩盤浴施設だからです。
　岩盤浴の利用料金は 1,000 円（村民は 700 円）で
すが、専用の浴着（4,500 円）を購入していただくと
500 円引きとなり、浴着を購入された村民の方は 200
円で岩盤浴を利用することができます（入浴料別）。
　室温は貴陽石の成分を十分抽出して体内に浸透させる
ことができる【４２℃】に設定されています。
　うつ伏せ→仰向け→ 休憩を繰り返すと効果的と言わ
れていますのでぜひお試しください。

　道の駅食堂入口に『片品弁缶バッジ』のガチャマシンが
設置されています。
　鎌田に工場があるアイリス工芸生産部の新入社員２名
が企画したもので、片品の農産物や名所などが非公認
キャラになって登場するなど、片品愛あふれる商品開発
が話題になっており、シークレット品もあるようです。
　ぜひチャレンジしてみてはいかがでしょうか。

片品弁カプセルトイが好評【道の駅】

種類が増えています片品愛あふれる缶バッジ

地域おこし協力隊
～　“小さくても輝く村”を目指す新しい力を　～

地 

域おこし
協力隊

●原澤　翔威
　今年も無事、自作の釜で石焼き芋の販売を始めさせていただきました。基本的には土日の販売ですが、日によっ
ては平日の販売もしています。
　ありがたいことに多くのお客様から『美味しい』のお言葉をいただき、完売する日も多く充実した毎日を送っ
ています。
　さつまいも自体は前年から引き続き、自分の地元である茨城県の農家さんから仕入れての販売です。主な販売
種類は、紅はるかとシルクスイートの二種類です。紅はるかはねっとり甘く、シルクスイートは滑らかな食感が
特徴のお芋です。
　仕入れ先のさつまいもが続く限り販売する予定ですので、どうぞよろしくお願いいたします。

セミナーでのトーク 利根沼田５市町村による個別相談会

●大曲　史恵　
　移住相談会＠東京に片品村が参加しました！！
　２月４日 (日 ) に東京・移住交流ガーデンで行われた群馬県主催の「利根沼田地域移住セミナー」に出席し、『雪
と暮らす　雪で遊ぶ』をテーマに雪国への移住や冬の楽しみについてお話させていただきました。移住セミナー
は通常１０名前後の参加と聞いていましたが、今回は２４名の参加があり、利根沼田地域への移住に関心が高い
ことがうかがえました。
　セミナー後は移住に関心がある方の個別相談会を行いました。片品村には当初の５名の申込みを上回る８名の
相談があり、急きょブースを増やして相談をお受けしました。今回、相談数が利根沼田５市町村の中で最も多く、
病院やスーパー、交通等の便利をＰＲした他地域より選ばれた理由としては、わざわざ都市から移住するなら、
不便でも自然や四季に富む「本物の田舎」を希求しているのではないかと感じました。
　また移住を考えている方の第１の心配は「仕事」と思っていましたが、まず「住居」が１番と考えている方が多かっ
たようでした。現在、片品村では提供できる空き家情報が極めて少なく、村内の空き家や賃貸住宅を募集してい
るところですが、さらに空き家バンクの拡充を図る必要があることを認識できました。開催する側にとっても、
非常に有意義な移住セミナーになったと思います。

協 力 隊 活 動 日 記

第61回全国中学校スキー大会入賞！！

　２月６日（火）～９日（金）にかけて、
長野県野沢温泉村にて開催された、第６
１回全国中学校スキー大会において、右
記の片品中学校 3 年生 2 名が、入賞され
ました。
　大変おめでとうございました。
　今後のさらなるご活躍をご期待申し上
げます。

（教育委員会）

クロスカントリー競技リレー
第１０位　吉野 碧紀　選手（左から１番目）

アルペン競技　男子回転
第８位　星野 駆音　選手

ご来店お待ちしております！！ 甘くておいしいサツマイモ 焼いている様子

来場者との座談会

岩渕さんのサイン会

平間さんのボードレッスン

　平間和徳さんは、全日本技術選手権を過去最多の５回制覇し、Ｓ
ＡＪスノーボードデモンストレーター（全日本スキー連盟、スノー
ボードインストラクターの指導）を務めた通称「ラマ先生」で親し
まれている超人気プロスノーボーダーです。
　岩渕麗楽さんは、北京オリンピックのスノーボード女子ビッグエ
ア４位に入賞、スロープスタイルで５位に入賞し、ワールドカップ
では度々優勝するなど、日本を代表するプロスノーボーダーです。
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　書店に務めるもののうまくいかず、書店の仕事をやめよ
うと思っていた樋口乙葉は、SNS で知った、東京郊外にあ
る「夜の図書館」で働くことになる。そこにはなくなった
作家の蔵書が集められていた。乙葉は予想外の事件に遭遇
しながら「働くこと」について考えていく。

原田　ひ香
ポプラ社

図書館のお夜食

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

※午後２時００分～５時３０分開室
※休館日　土曜、日曜、祝日
※予定は変更される場合が有りますので
　あらかじめご了承ください。

教育委員会　４月の諸行事
☆生涯学習・社会体育関係
・体育協会総会
・文化財調査委員会
・社会教育委員会①

☆学校関係
◇片小 
・小学校始業式
・小学校入学式
・ＰＴＡ本部役員会
・交通安全教室
・読み聞かせ
・授業参観・ＰＴＡ総会・学年懇談会

　令和６年度も引き続き、保護者や地域の皆様
の温かいご理解とご協力をお願いいたします。

◇片中       
・中学校始業式
・中学校入学式
・ＰＴＡ本部役員会
・新入生歓迎会
　新年度を迎え、新たな教育活動がスタートし
ます。今年度も片中ならではの活動に取り組ん
で参ります。地域の皆様には、引き続き変わら
ぬご支援とご協力をお願いいたします。

Recently I have started to attend some of the science 
classes at Katashina Junior High School.
In particular, I have joined the classes involving electronics. I 
have a love of electronics and it was a major university, so I 
find the classes very interesting. It ’ s great to see 
enthusiastic students enjoying it.
When I was a student in the U.K., we didn’ t do electronics at 
junior high school. I didn’ t start studying it until high school, 
although this has change now and students in the U.K. 
study similar content as students in Japan for science.
 During classes I’ ve also been happy to see that the 

　最近、片品中学校の理科の授業に参加するようになりました。
特に電子工学の授業に参加しています。私は電子工学が好きで大学で専攻していたので、とても興味深いです。熱心
な生徒たちが楽しんでいるのを見るのはとても嬉しいことです。
　私がイギリスで学生だった頃は、中学校では電子工学の授業はありませんでした。私が教わったのは高校生に
なってからですが、今は状況が変わり、イギリスの学生も日本の学生と同じような内容を勉強しています。
　授業中、コンパスを使ってコイル内の磁気を描くなど、生徒たちが実践的な実験をたくさん行っているのを見る
ことができたのもうれしかったです。私は理論が実際に起きているところを観察することが、生徒たちにとって最
高の学習方法であると信じています。また、ただ教科書を読むより面白いですし、何が起きているか自分自身の結論
を見出すことができます。
　ただ教わるだけではなく、生徒自身が考えることが大切で、それが自分自身の新たな発見につながるかもしれま
せん。生徒たちがこれからも科学や電子工学を楽しみ、これらの授業が彼らの将来にインスピレーションを与えて
くれることを願っています。

理科の授業を受けているマイケル先生

※予定が変更される場合もありますので、
あらかじめご了承ください。
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students get to do many practical experiments, such as charting magnetism in a coil with compasses. 
I believe seeing the theory in action is the best way for students to learn. It’ s also more interesting 
than just reading about the subject and they can come to their own conclusions about what they 
think is happening.
It’ s important for students to think rather than just being told, they may discover something new for 
themselves. I hope the students will continue to enjoy science and electronics and theses classes will 
inspire the for their future.

１２日（金）
１７日（水）
２５日（木）

 
８日（月）

８日（月）午前
８日（月）

１２日（金）
２６日（金）

           ２６日（金）

 
８日（月）

８日（月）午後
８日（月）午後

９日（火）

かたしな子ども学校支援員募集について

　かたしな子ども学校では、子どもたちの放課
後の活動を支える支援員さんを募集しています。
　片品小学校の子どもたちは授業が終わると、
児童クラブに行ったり、子ども学校や校庭でス
クールバスを待ったりしています。バスを待つ
間は、お絵かきをしたり、宿題をしたり、ボー
ル遊びをしたり、冬は雪遊びをしたり。支援員は、
みんなそれぞれのことをして楽しんでいる子ど
もたちを見守るのが主な仕事です。
　子どもに関わったり、一緒にお話ししたりす
るのが好きな方、ぜひ一緒に活動してみません
か。地域全体で村の宝である子どもたちを育て
ましょう。

▼勤務時間：平日の午後２時半～５時頃
▼給　　料：時給９４０円～
▼その他
　資格は要りませんが、子ども好きな方、
　大歓迎です。
　詳しくは教育委員会事局までお問い合わせ
　ください。
▼問い合わせ先
　教育委員会事務局　☎（５８）２１４４

ベ
ニ
マ
シ
コ

令和５年度卒業生一同

「ALT　Michael　Spibey 通信」
　先日、３月１日（金）に卒業式が挙行され、４３名の卒業
生が巣立っていきました。今年の卒業生も連携中学校（片品
中学校、利根中学校）出身の生徒が多く、また、自然環境科
には関西や九州出身の生徒が在籍するなど、様々な生徒が集
まり、充実した３年間を過ごすことができました。
　中でも、片品中学校出身で自然環境科を卒業し、大学進学
を控えた星野陽平さんは「地域の方をはじめ、地元の企業や
大学など、学校外と連携した学習活動が多くあり、とても充
実した３年間を過ごせました。もし、他の高校に進学してい
たら、なんとなく過ごしていたかもしれません。また、環境
分野だけでなく社会科学を学ぶ機会もあり、視野が大きく広
がりました。」と話しています。
　卒業生の進路は以下の通り、県内外の大学進学から就職ま
で、多岐にわたっております。４月には新入生を迎え、新た
な１年が始まります。来年度も皆様のご支援をよろしくお願
いいたします。

「尾瀬高校だより」
～令和５年度卒業生４３名が巣立つ～

◎普通科
【大学】東京福祉大学心理学部
【専門学校等】群馬県立前橋産業
技術専門校、群馬調理師専門学
校、中央情報経理専門学校など
【就職】㈱カタウン、㈱ミツバ、
㈱セノテック、㈱オリエント、
㈱建徳、白沢高原リゾート㈱、㈱シーガル・リゾート・イノベーション
など
◎自然環境科
【大学】帯広畜産大学畜産学部、前橋工科大学情報生命工学群、専修大学
文学部、龍谷大学農学部、東京農業大学地域環境科学部、東京農業大学
生物産業学部、東海大学生物学部、北陸大学国際コミュニケーション学部、
高崎健康福祉大学農学部、酪農学園大学環境共生学類、関東学園大学経
済学部など
【専門学校等】日本自然環境専門学校、群馬パース福祉専門学校、太田情
報商科専門学校など
【就職】丸沼高原リゾート㈱、星野物産㈱、㈱オリエント、群馬プロレス
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奨学資金の貸し付け終了について

　地域包括支援センターでは「ひだまりカフェ」と「はつらつ体操教室」を毎月開催しています。
　「ひだまりカフェ」はみんなが集まれる、仲間作りの場として、「はつらつ体操教室」はリハビリの専門職
による体操やミニ講話を行うほか、運動についての相談もできます。
　日程や時間については表をご確認ください。

令和６年度　地域包括支援センター事業予定

▼問い合わせ先：地域包括支援センター　☎５８ー４０２０

　片品村教育委員会では、奨学資金の新規貸し付けを令和４年度で終了しています。
※現在貸し付けしている奨学生については、貸し付け期間の終了まで貸し付けが継続されます。
　なお、本年度から教育ローンの利子補給制度を開始しています。詳細については、片品村ホームページ等をご
確認ください。
※制度の利用には条件があります。

片品村教育ローン利子補給制度について

【概要】
　大学等（専修学校の専門課程、短期大学、専門職短期大学、専門職大学及び大学）で
　修学する子供のために、村内金融機関が扱う教育ローンの申込みを行った保護者の方　
　を対象として、発生した利子分の金額を補助する制度です。
【利子補給の内容】
　令和５年４月１日以降に発生した教育ローンの利子を対象に、返還した利子相当額
　（年間限度額８万円）を補給します。
　補給対象期間は「修学年数＋卒業後２年間」です。

▼問い合わせ先：教育委員会　学校教育係　☎（５８）２１４４

戸籍証明書の広域交付について

　令和６年３月１日から戸籍謄本などの戸籍の証明書の広域交付が始まります。
　本籍地が片品村にない方や必要な戸籍の本籍地が全国各地にあっても役場の窓口で、まとめて請求すること
ができます。
　令和６年４月１日から相続登記の申請が義務化されますので、戸籍の新サービスを相続手続きにもご利用く
ださい。

▼問い合わせ先：住民課　☎（５８）２１１６

実施場所
事業名
開催時間
｠ ４月
　５月
　６月
　７月
　８月
　９月
１０月
１１月
１２月
　１月
　２月
　３月

ひだまりカフェ
１０：００～１２：００

１２日（金）
１６日（木）
１２日（水）
　９日（火）
　７日（水）
　９日（月）
１０日（木）
　８日（金）
　９日（月）
１４日（火）
１４日（金）
１１日（火）

健康管理センター
はつらつ体操教室

１３：３０～１５：００
１２日（金）
　９日（木）
１２日（水）
　８日（月）
　７日（水）
１０日（火）
１０日（木）
１１日（月）
　９日（月）
１５日（水）
１４日（金）
　７日（金）

※隔月で同日開催しています。

相続登記の申請義務化について

　所有者不明土地の発生を予防するため、令和６年４月１日から、相続人は不動産（土地・建物）を相続で取得
したことを知った日から３年以内に相続登記を申請することが法律上の義務となります。令和６年４月１日よ
り前に相続した不動産で、相続登記がされていないものについては、令和９年３月３１日までに相続登記を申
請する必要があります。

▼問い合わせ先：前橋地方法務局　　　　　☎０２７（２２１）４４６６
　　　　　　　　前橋地方法務局沼田支局　☎（２２）２５１８

　近年高齢者の方の交通事故が多く取り上げられていることを受け、片品村では次の補助事業を実施してい
ます。

運転免許証自主返納事業補助金及びＡＴ車踏み間違い防止ペダル整備費補助金についてのお知らせ

▼運転免許証自主返納事業補助金について
　●内　　容
　　高齢者の方や運転に不安がある方が、運転免許証を自主返納され、運転経歴証明証を発行された場合の手数料
　　の補助をいたします。
　●対象となる方
　片品村内に在住の方（年齢は問わず）
　●補助内容
　　運転経歴証明書の交付手数料（１，１００円）
▼高齢者ＡＴ踏み間違い防止ペダル整備費補助金
　●内　　容
　　ＡＴ車アクセルペダルの踏み間違いを防止するペダル等の装置を整備した方へ補助いたします。
　●対象となる車
　　片品村内に在住の６５歳以上の方が所有する車
　　※申請する方と車検証に記載されている方が一致すること。
　●補助内容
　　装置の本体及びその取付に係る費用の３分の２以内の額で６万円を上限とします。
　※補助金の額に１，０００円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てるものとします。
▼担当窓口（申請先）・問い合わせ先
　申請及び問い合わせは総務課　交通担当までお願いいたします。　☎（５８）２１１１

食育だより

～食事で骨の強化を～

　高齢化が進むとともに骨粗しょう症の人が増加しています。また高齢者以外にも、若い女性で骨粗しょう症ま
ではいかなくても、骨密度が低い人が増えています。無理なダイエットによる栄養不足などが原因となります。

▼骨の強化に役立つ食事
　●カルシウム
　　骨を構成する栄養素としてカルシウムの摂取が大切です。ビタミンＤと一緒に摂ることで腸での吸収率が高ま
　　ります。
　　また、カルシウム吸収率では乳製品が最も高く、次いで小魚類、野菜類となります。
　●ビタミンＤ
　　カルシウムの吸収を助けるだけでなく、骨にカルシウムを取り込む働きもあります。
　　ビタミンＤは、魚介類やきのこ類に多く含まれます。また、食事以外でも、日光浴によって皮膚でもつくられま
　　すので、適度な日光浴も大切です。

牛乳
200ml
230mg

ヨーグルト
｠100g
120mg

小魚類
にぼし
｠ 10g
220mg

木綿豆腐
100g
120mg

納豆
100g
90mg

野菜
小松菜
｠50g
85mg

✓ カルシウム摂取の目安は１日７００ｍｇ

１食分
カルシウム量

乳製品 大豆製品

（保健福祉課）
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税務署からのお知らせ

　令和５年分の個人事業者の方の消費税及び地方消費税の確定申告は、令和６年４月１日（月）が申告・納付の期
限となっています。ぜひご自宅からのｅ-Ｔａｘをご利用ください。
　なお、税務署などの確定申告会場には例年多数の方が訪れています。会場への入場には、下記の方法により発行
される入場整理券が必要です。

▼入場整理券の発行方法
　１．国税庁 LINE公式アカウントを通じたオンラインでの事前発行
　２．各会場で当日配付（配付状況により、相談受付を終了する場合がありますので、

オンラインでの入場整理券の事前発行をおすすめします。）
▼申告書の作成方法
　消費税及び地方消費税の申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」
　から作成できます。画面の案内に沿って金額等を入力すれば、税額など自動計算され
　申告書等を作成することができ、作成した申告書等をｅ-Ｔａｘ送信することで、税務
　署に行かずに自宅から申告できますので、ぜひご利用ください。
▼問い合わせ先　
　沼田税務署　個人課税部門　☎（２２）２１３３（ダイヤルイン）

年金だより

▼対象決済アプリケーション
　au PAY、d払い®、 PayB（※）、PayPay、ＬＩＮＥ Ｐａｙ、楽天ペイ　（五十音順）
　※金融機関等がPayBと提携して提供するアプリを含みます。
　　詳細は、PayBのホームページ https://payb.jp/finance/ をご覧ください。
▼手続き等は、日本年金機構ホームページ
　日本年金機構ホームページ https：//www.nenkin.go.jp/ をご覧いただくか、渋川年金事務所にお尋
　ねください。
　渋川年金事務所　☎０２７９（２２）１６０７
　※バーコードが印字されない納付書（３０万円を超える金額の納付書等）についてはご利用いただけません。
　※各決済アプリの使用方法等については、ご利用の決済事業者様にお問い合わせ下さい。

自分で決められるうちに老後の備えを

～消費税・地方消費税（個人事業者）の確定申告はお早めに！～

３月３日は耳の日
　日常生活の中でふと「以前よりも耳の聞こえが悪くなった」と感じる人もいるかもしれません。耳が聞こえづら
　くなる原因はストレス、疲労や外傷による損傷など様々です。メニエール病や耳硬化症、耳管狭窄症など難聴が
　伴う病気の可能性もあります。また、加齢によるものや耳垢がたまっているケースも考えられ、自己判断が難し
　いです。

～いつでも！どこでも！～　国民年金保険料がスマートフォンアプリで納付できます

　国民年金保険料について、現金（金融機関窓口やコンビニエンスストア店舗）、口座振替、クレジットカード、
Pay-easy 等による従来の納付方法に加え、新たにスマートフォンアプリを使用した電子（キャッシュレス）決済
での納付が利用できます。

～学生納付特例制度～　学生は承認を受けると保険料の納付が猶予されます

　日本に住む２０歳以上６０歳未満の人は、全員が国民年金に加入しなければなりません。
　２０歳以上の学生も国民年金に加入することになっていますが、収入が一定額以下の学生については、申請し
て承認を受けることにより、学生期間中の保険料の納付を先送りできる「学生納付特例制度」を利用できます。
　この制度は、家族の収入に関係なく、学生本人の所得を基準として審査が行われます。ほとんどの場合、学生本
人に所得がないことから、大部分の学生はこの制度に該当すると思われます（一部の学校はこの制度の対象にな
りません）。
　猶予を受けた期間は年金を受けるために必要な期間（受給資格期間）に算入されますので、納付猶予期間中に、
万が一の事故などで障害を負った場合には、障害基礎年金を受けることができます。ただし、老齢基礎年金額には
反映されません。満額の老齢基礎年金を受けるためには、１０年以内に保険料を納めることが必要です。
　学生納付特例制度を申請される方は、役場住民課国民年金係で手続きをしてください。申請は毎年必要です。

▼申請に必要なもの
　学生証のコピー（印字が鮮明なもの、裏面に有効期限の記載のあるものは裏面のコピーも必要）
　または在学証明書の原本
　なお、既に学生納付特例の申請をされていて、翌年度以降も在学見込みの方は、４月以降に日本年金機構から送
　付されるハガキ形式の申請書を返送するだけで手続きができます。
▼問い合わせ先
　渋川年金事務所　国民年金課　☎０２７９（２２）１６０７

年金だより

国税庁ＬＩＮＥ
公式アカウント

４月の健康カレンダー

◎新年度の予定につき未定の事業や、感染症の影響等で予定が変更される
　場合があります。ご了承ください。

    9 日（火）

   12日（金）

   23日（火）

1歳半・３歳児健診
　＜対象＞１歳半：令和4年 5月～ 8月生まれの児
　　　　　３歳　：令和2年10月～令和3年 1月生まれの児
　　　　　（対象者には通知を送付します。）
ひだまりカフェ
はつらつ体操教室
ベイビーサロン

ほけんだより

□呼びかけに気づかないことがある
□聞き間違いが多い
□会話中によく聞き返す
□話す声が大きくなったと言われた
□TVや携帯の音が今までと同じなのに急に聞こえなくなった
□起きたら突然聞こえづらくなった
□夕方になると聞こえにくくなる
□耳の詰まった感じや耳鳴りが続いている
□めまいをするときがある
□疲労がたまっている
□環境の変化により精神的にストレスを感じている
□大きな音が聞こえる環境にいる割合が多い。

　～難聴チェックリスト～

　人生１００年時代、自分らしく豊かに生きていくための備えに多くの関心が寄せられて
います。
　いつかは誰にでも訪れる「もしものこと」。誰でも、いつでも、命に関わる病気やケガをす
る可能性があります。もしも意識がなく、話ができなくなってしまった時に、あなたの想い
がどこにも残らず、誰にも伝わらなかったら、家族は戸惑ってしまうかもしれません。「もし
もの時」にあなたの信頼する人が、あなたの代わりに治療やケアについて難しい判断をする
場合に重要な助けとなる「エンディングノート」。このノートは自分が大切にしてきたこと、
これからも大切にしたいこと、治療やケアの希望などが分かるように記すことができる
ノートです。たとえ、ノートに書いておかなくても、自分自身で考えたり、信頼できる人と話
し合ったりすることが大切です。

予防接種について
　令和５年度が終わろうとしていますが、接種を忘れているワクチンはないでしょうか。新型コロナウイルスワ
　クチンが無料で接種できるのは今年の３月末までです。接種希望の方は、早めに接種することをお勧めします。
▼問い合わせ先　保健福祉課　保健係　☎（５８）２１１８

▼問い合わせ先　地域包括支援センター　☎（５８）４０２０

　このチェックリストの３つ以上に当てはまる方は、難聴の可能性が高いため受診をお勧めします。
　難聴を放置していると認知機能が低下したり、うつ病になるリスクが上昇します。耳に違和感がある場合には早
　期の受診をお勧めします。

　また、認知症や知的障害等で判断能力が不十分になった人の代わりに財産管理や契約を行い、
自分らしい生き方を守る仕組みとして「成年後見制度」や「任意後見制度」があります。ご自身の
こと、ご家族のこと、将来の暮らしについて考えてみませんか？ 
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